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法人会の理念 

 

法人会は税のオピニオンリーダーとして 

企業の発展を支援し 

地域の振興に寄与し 

国と社会の繁栄に貢献する 

経営者の団体である 
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第１２回 定 時 総 会 

 
次  第 

 

第１部 記念講演会      １４：００～１５：３０  
                                 

  演 題 「日本経済の行方～地方経済はどうなるのか～」 

  講 師  京都大学大学院 工学研究科 教授  藤井
ふ じ い

 聡
さとし

 氏 
  

 

第２部 第１２回 定時総会   １５：４５～１６：４５   

 

    １．開会のことば 
 

２．会長あいさつ 
 

    ３．定足数の確認  
 

    ４．議長就任 

 

    ５．議事録署名人選定 
 

 ６．議 事（総会承認事項） 

第 1 号議案 令和５度決算承認の件  監査報告 

第２号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 

 

７．総会報告事項（理事会承認事項） 

        （１）令和５年度事業報告について 

        （２）令和６年度事業計画及び収支予算について 

        （３）その他 
 

    ８．来賓紹介 
 

    ９．功労者表彰 
       

   １０．来賓祝辞 
        

１１．閉会のことば 
 

 

第３部 会員交流懇親会     １７：１５～１８：４５ 
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めざします 企業の繁栄と社会への貢献 



第１号議案　令和５年度決算承認の件

科　　　　　     　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　　　　現金 41,034 50,176 △ 9,142

　　　　　　普通預金 4,966,786 5,443,739 △ 476,953

　　　　　　前払金 60,000 60,000 0

　　　　流動資産合計 5,067,820 5,553,915 △ 486,095

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　　　　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　（２）特定資産

　　　　　　周年行事引当資産 3,050,000 3,050,000 0

　　　　　　什器備品減価償却引当資産 215,727 215,727 0

　　　　　　公益活動引当資産 4,000,000 4,000,000 0

　　　　特定資産合計 7,265,727 7,265,727 0

　　（３）その他固定資産合計

　　　　　　什器備品 2 2 0

　　　　　　電話加入権 83,590 83,590 0

　　　　　　預け金 9,510 9,510 0

　　　　その他固定資産合計 93,102 93,102 0

　　　　固定資産合計 12,358,829 12,358,829 0

　　　　資産合計 17,426,649 17,912,744 △ 486,095

Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

　　　　　　預り金 177,499 100,236 77,263

　　　　流動負債合計 177,499 100,236 77,263

　２．固定負債

　　　　固定負債合計 0 0 0

　　　　負債合計 177,499 100,236 77,263

Ⅲ．正味財産の部

　１．一般正味財産 17,249,150 17,812,508 △ 563,358

　　　　（うち基本財産への充当額 ） （　　　　5,000,000） （　　　　5,000,000） （　　　　　　　　　 0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （　　　　7,265,727） （　　　　7,265,727） （　　　　　　　　　 0）

　　　　正味財産合計 17,249,150 17,812,508 △ 563,358

　　　　負債及び正味財産合計 17,426,649 17,912,744 △ 486,095

貸  借  対  照  表
令和６年３月３１日現在

（単位：円）
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科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 98 98 0

　　　　　　    基本財産受取利息 98 98 0

　　　　　 特定資産運用益 145 145 0

　　　　　　　　特定資産受取利息 145 145 0

　　　　　 会費収入 6,737,900 6,551,700 186,200 778社

　　　　　　　　正会員受取会費 6,515,300 6,356,400 158,900 723社

　　　　　　　　賛助会員受取会費 222,600 195,300 27,300 55社

　　　　　 受取補助金等 12,097,300 13,172,700 △ 1,075,400

　　　　　　　　受取県連補助金 580,000 1,240,000 △ 660,000 運営補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金 614,000 798,000 △ 184,000

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 10,903,300 11,134,700 △ 231,400 公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 1,154,410 1,015,580 138,830

　　　　　　　　青年部会負担金 165,000 185,000 △ 20,000 部会費

　　　　　　　　女性部会負担金 115,000 110,000 5,000 〃

　　　　　　　　総会等負担金 571,950 412,880 159,070 懇親会等負担金

　　　　　　　　支部負担金 302,460 307,700 △ 5,240 〃

　　　　　 雑収益 128,358 235,669 △ 107,311

　　　　　　　　受取利息 61 72 △ 11 預金利息

　　　　　　　　雑収益 128,297 175,597 △ 47,300 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 0 60,000 △ 60,000

　　　　　 経常収益計 20,118,211 20,975,892 △ 857,681

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 16,508,202 17,906,469 △ 1,398,267

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 3,442,500 0 （従事割合）

　　　　　　　　給料手当 3,102,076 3,036,420 65,656 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 1,452,555 1,545,986 △ 93,431 法定福利費（従事割合）

　　　　　　　　会議費 1,532,296 1,358,334 173,962 研修委員、税制委員等会議費

　　　　　　　　旅費交通費 1,043,817 1,246,277 △ 202,460 講師旅費他（従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 957,612 993,571 △ 35,959 広報誌　他発送費（従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 0 0 0

　　　　　　　　消耗品費 232,081 240,033 △ 7,952 （従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 866,928 844,576 22,352 広報誌制作他（従事割合）

　　　　　　　　燃料費 30,600 33,150 △ 2,550 公用車ガソリン代（従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 95,644 96,269 △ 625 電気・冷暖房費他（従事割合）

　　　　　　　　賃借料 727,055 727,055 0 事務所家賃（従事割合）

　　　　　　　　保険料 44,207 48,720 △ 4,513 公用車保険料（従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 660,000 1,518,274 △ 858,274 講師謝金

　　　　　　　　支払負担金 110,000 90,000 20,000 講演会共催分担金他

　　　　　　　　会場費 781,756 757,912 23,844 タックス・フェアー、講演会他

　　　　　　　　広告宣伝費 0 132,000 △ 132,000

　　　　　　　　記念品費 731,383 1,039,325 △ 307,942 ﾀｯｸｽ･ﾌｪｱｰ賞品、寄付他、功労者表彰

　　　　　　　　リース料 283,646 340,881 △ 57,235 コピー機、パソコン他（従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費（従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 103,724 99,566 4,158 諸手数料（従事割合）

　　　　　　　　雑費 259,322 264,620 △ 5,298 役員登記代等（従事割合）

令和５年度　正味財産増減計算書
令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 4,173,367 4,086,480 86,887

　　　　　　　　役員報酬 607,500 607,500 0 （従事割合）

　　　　　　　　給与手当 547,427 535,840 11,587 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 256,335 272,822 △ 16,487 （従事割合）

　　　　　　　　会議費 595,720 466,984 128,736 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　旅費交通費 152,303 182,753 △ 30,450 （従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 209,748 233,757 △ 24,009 （従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 0 0 0 （従事割合）

　　　　　　　　消耗品費 29,030 29,178 △ 148 （従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 440,385 542,373 △ 101,988 （従事割合）

　　　　　　　　燃料費 5,400 5,850 △ 450 （従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 16,880 16,989 △ 109 （従事割合）

　　　　　　　　賃借料 128,305 128,305 0 （従事割合）

　　　　　　　　保険料 7,803 8,600 △ 797 （従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 320,000 320,000 0 顧問税理士謝金他

　　　　　　　　諸会費 22,500 22,500 0 商工会議所、観光協会他

　　　　　　　　支払負担金 256,000 259,600 △ 3,600 県連、青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 127,095 153,559 △ 26,464 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　渉外慶弔費 45,500 44,256 1,244 香典他

　　　　　　　　記念品費 128,365 23,727 104,638 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 50,057 60,157 △ 10,100 （従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 （従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 18,307 17,573 734 （従事割合）

　　　　　　　　雑費 199,707 145,157 54,550 （従事割合）

　　　　　 経常費用計 20,681,569 21,992,949 △ 1,311,380

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 563,358 △ 1,017,057 453,699

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 △ 563,358 △ 1,017,057 453,699

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 563,358 △ 1,017,057 453,699

　　　　　　　一般正味財産期首残高 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057

　　　　　　　一般正味財産期末残高 17,249,150 17,812,508 △ 563,358

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 10,903,300 11,134,700 △ 231,400

　　　　　　　　受取全法連助成金 10,903,300 11,134,700 △ 231,400

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 10,903,300 △ 11,134,700 231,400

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 10,903,300 △ 11,134,700 231,400

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 17,249,150 17,812,508 △ 563,358
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公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他　　１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 98 98 0 0 0 0 0 98

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 98 98 0 0 0 0 0 98

　　　　 特定資産運用益 0 0 40 40 0 0 0 0 105 145

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 40 40 0 0 0 0 105 145

　　　　 受取会費 0 0 673,790 673,790 0 0 2,695,160 2,695,160 3,368,950 6,737,900

　　　　　　正会員受取会費 0 0 651,530 651,530 0 0 2,606,120 2,606,120 3,257,650 6,515,300

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 22,260 22,260 0 0 89,040 89,040 111,300 222,600

　　　　 受取補助金等 0 0 10,903,300 10,903,300 54,000 190,000 0 244,000 950,000 12,097,300

　　　　　　受取県連助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 580,000 580,000

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 0 0 54,000 190,000 0 244,000 370,000 614,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 669,410 0 280,000 949,410 205,000 1,154,410

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 0 0 165,000 165,000 0 165,000

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 0 0 115,000 115,000 0 115,000

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 366,950 0 0 366,950 205,000 571,950

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 302,460 0 0 302,460 0 302,460

　　　　 雑収益 0 4,000 0 4,000 0 36,682 0 36,682 87,676 128,358

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 61 61

　　　　　　雑収益 0 4,000 0 4,000 0 36,682 0 36,682 87,615 128,297

　　　　　　広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　経　　常　　収　　益　　計 0 4,000 11,577,228 11,581,228 723,410 226,682 2,975,160 3,925,252 4,611,731 20,118,211

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 8,180,916 4,570,413 0 12,751,329 3,439,805 317,068 0 3,756,873 0 16,508,202

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,824,751 693,405 0 2,518,156 510,930 72,990 0 583,920 0 3,102,076

　　　　　　福利厚生費 854,445 324,689 0 1,179,134 239,244 34,177 0 273,421 0 1,452,555

　　　　　　会議費 144,795 231,710 0 376,505 1,155,791 0 0 1,155,791 0 1,532,296

　　　　　　旅費交通費 429,235 465,344 0 894,579 126,547 22,691 0 149,238 0 1,043,817

　　　　　　通信運搬費 591,633 195,033 0 786,666 155,596 15,350 0 170,946 0 957,612

　　　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　消耗品費 110,401 90,717 0 201,118 27,093 3,870 0 30,963 0 232,081

　　　　　　印刷製本費 606,063 139,821 0 745,884 108,526 12,518 0 121,044 0 866,928

　　　　　　燃料費 18,000 6,840 0 24,840 5,040 720 0 5,760 0 30,600

　　　　　　水道光熱費 56,262 21,379 0 77,641 15,753 2,250 0 18,003 0 95,644

　　　　　　賃借料 427,680 162,518 0 590,198 119,750 17,107 0 136,857 0 727,055

　　　　　　保険料 26,005 9,881 0 35,886 7,281 1,040 0 8,321 0 44,207

　　　　　　諸謝金 110,000 550,000 0 660,000 0 0 0 0 0 660,000

　　　　　　支払負担金 0 110,000 0 110,000 0 0 0 0 0 110,000

　　　　　　会場費 460,950 269,546 0 730,496 51,260 0 0 51,260 0 781,756

　　　　　　広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　記念品費 149,249 395,634 0 544,883 146,500 40,000 0 186,500 0 731,383

　　　　　　リース料 166,851 63,403 0 230,254 46,718 6,674 0 53,392 0 283,646

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,400 0 41,400 8,400 1,200 0 9,600 0 51,000

　　　　　　支払手数料 61,015 23,185 0 84,200 17,084 2,440 0 19,524 0 103,724

　　　　　　雑費 88,581 36,408 0 124,989 131,292 3,041 0 134,333 0 259,322

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業

公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業

他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）

他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　

正味財産増減計算書内訳表
令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

公益目的事業会計 収益事業等会計

科　　　　　目 合　　　計法人会計



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 4,173,367 4,173,367

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 547,427 547,427

　　　　　　福利厚生費 256,335 256,335

　　　　　　会議費 595,720 595,720

　　　　　　旅費交通費 152,303 152,303

　　　　　　通信運搬費 209,748 209,748

　　　　　　減価償却費 0 0

　　　　　　消耗品費 29,030 29,030

　　　　　　印刷製本費 440,385 440,385

　　　　　　燃料費 5,400 5,400

　　　　　　水道光熱費 16,880 16,880

　　　　　　賃借料 128,305 128,305

　　　　　　保険料 7,803 7,803

　　　　　　諸謝金 320,000 320,000

　　　　　　諸会費 22,500 22,500

　　　　　　支払負担金 256,000 256,000

　　　　　　会場費 127,095 127,095

　　　　　　渉外慶弔費 45,500 45,500

　　　　　　記念品費 128,365 128,365

　　　　　　リース料 50,057 50,057

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 18,307 18,307

　　　　　　雑費 199,707 199,707

　　経　　常　　費　　用　　計 8,180,916 4,570,413 0 12,751,329 3,439,805 317,068 0 3,756,873 4,173,367 20,681,569

　　　　　　当期経常増減額 △ 8,180,916 △ 4,566,413 11,577,228 △ 1,170,101 △ 2,716,395 △ 90,386 2,975,160 168,379 438,364 △ 563,358

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 8,180,916 △ 4,566,413 11,577,228 △ 1,170,101 △ 2,716,395 △ 90,386 2,975,160 168,379 438,364 △ 563,358

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 17,812,508

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,249,150

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 10,903,300 △ 10,903,300 0 0 0 0 0 △ 10,903,300

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 10,903,300 △ 10,903,300 0 0 0 0 0 △ 10,903,300

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - 0

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - 0

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,249,150
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財務諸表に対する注記 
 
１．重要な会計方法 
 （１）固定資産の減価償却の方法 
    直接法による定額法で減価償却している。 
 （２）消費税等の会計処理 
    消費税込額で表示している。 
 
２．基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高 
   基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

小   計 5,000,000 0 0 5,000,000 

特定資産         

 周年行事引当資産 3,050,000 0 0 3,050,000 

 什器備品減価償却引当資産 215,727 0 0 215,727 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 0 0 4,000,000 

小   計 7,265,727 0 0 7,265,727 

合   計 12,265,727 0 0 12,265,727 

 
３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 
   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

小   計 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

特定資産        

 周年行事引当資産 3,050,000 ― (3,050,000) ― 

 什器備品減価償却引当資産 215,727 ― ( 215,727) ― 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 ― (4,000,000) ― 

小   計 7,265,727 ― (7,265,727) ― 

合   計 12,265,727 ― (12,265,727) ― 
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４．引当金の明細 
   該当なし。 
 
５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
  （直接法により減価償却を行っている場合） 
   固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 
   （単位：円） 

科   目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品（パソコン） 157,500 157,499 1 

什器備品（空調機） 218,127 218,126 1 

合   計 375,627 375,625 2 

 
６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
   補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 

      （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上の

記載区分 

補助金             

 県連補助金 (一社)佐賀県法人会連合会  0 580,000 580,000 0 一般正味財産 

              

助成金             

 全法連助成金 (公財)全国法人会総連合 0 11,517,300 11,517,300 0 一般正味財産 

合      計 0 12,097,300 12,097,300 0   

 
７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 
   指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 
 （単位：円） 

内   容 金  額 

経常収益への振替額   

 事業費計上による振替額 10,903,300 

経常外収益への振替額   

 目的達成による指定解除額 0 

合   計 10,903,300 

 



（単位：円）

科　　　　　     　　目 金　　　　額 使用目的

資産の部

　１．流動資産

　　　　現　　　金　　手元有高 41,034 運転資金として

　　　　普通預金　　佐賀銀行鳥栖支店 4,966,786 　　〃

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 0 　　〃

　　　　前払金 60,000 ４月１８日女性フォーラム参加費

　　　 流動資産合計 5,067,820

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　定期預金　　佐賀銀行鳥栖支店 1,900,000

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 700,000

　　　　　  〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 900,000

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 400,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 500,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 300,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 300,000

　　　 基本財産合計 5,000,000

　　（２）特定資産

　　　　定期預金　周年行事引当資産（佐賀銀行） 3,050,000

　　　　　　〃　　　 什器備品減価償却引当資産（　　〃　　） 215,727

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000 公益目的保有財産であり運用益を公的目的事業の共有財源として使用している

　　　 特定資産合計 7,265,727

　　（３）その他固定資産

　　　　什器備品 2

　　　　電話加入権 83,590

　　　　預け金 9,510 公用車リサイクル料

　　　 その他固定資産合計 93,102

　　　 固定資産合計 12,358,829

　　　 資産合計 17,426,649

負債の部

　１．流動負債

　　　　預り金 177,499 源泉所得税、社会保険料

　　　 流動負債合計 177,499

　　　 負債合計 177,499

　　　 正味財産 17,249,150

　　　 負債及び正味財産合計 17,426,649

財　　産　　目　　録
令和６年３月３１日現在

公益目的保有財産であり運用益を公
的目的事業の共有財源として使用し
ている

公益目的保有財産であり、鳥栖法人
会の事務所において使用している
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第２号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
 
 
   定款第２５条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事には、総会にお

いて別に定める報酬等の支給基準に従って算定した額を、総会の決議を経て支

給することができる。 
   役員報酬規程 第５条 常勤役員の報酬は、年俸制とし、原則として毎年４月１日付をもって

会長が総会決議を経て支給することができる。 
     同規程  第５条第２項 年俸額は５００万円を超えないものとする。 
 
   以上の規定に基づき、本年度（令和６年４月～令和７年３月）の常勤役員報酬額は、 

４０５万円とする。 
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報告事項（理事会承認事項）（１）令和５年度事業報告について 

令和５年度(2023 年度) 事業報告 

 

Ⅰ．概 況 
令和２年から続いた新型コロナ感染症（２類相当）も令和５年５月に５類感染症

となったことから、新型コロナ発生前と同様の事業活動に取り組むことが可能とな

り、公益目的事業を中心に基本方針として掲げていた次の４項目の充実を図ること

ができました。  
１．税務コンプライアンスの向上に努め、税知識の普及と納税意識の高揚を図る。 
２．地域企業、地域社会への貢献活動に積極的に取り組む。 
３．税務当局との協調に努め、公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。 
４．効果的な活動のため、組織の強化と会員の交流・親睦を図る。 

  事業並びに会議等の実施内容は以下の通りです。 

  

Ⅱ．主な事業内容 

［公益目的事業］ 
 

１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
   令和６年度税制改正に関する提言を行うため、税制委員はじめ会員へのアン

ケート調査（回答：１８社／３４社）を行い、その回答を基に当会の要望事項を

取りまとめ、佐賀県連を通して全法連に要望。全法連では、全国４４０法人会の

要望を踏まえ「令和６年度税制改正に関する提言」を作成し、国税庁はじめ関係

省庁に提言を実施。当会でも鳥栖市長・神埼市長及び両市議会議長に提言を行

いました。  
 
２．税知識の普及を目的とする事業 
   税に関する知識を深め、適正な申告納税制度の確立を図り、税務行政の円滑

な執行に寄与するため、次の事業に取り組みました。  
   各地域でのイベント等に参加して税の啓発冊子「タックスフントとけんたく

ん」を合計４ ,２００部配布し税の啓発を行いました。また、租税教室及び税に

関する絵はがきコンクール実施の小学６年生児童に２５０部を配布し、税の学

習に役立てていただきました。  
全国的に実施されている「税を考える週間」事業として、タックス・フェアー

（税金展）を鳥栖市内のショッピングセンターで開催。税の役割、税の現状など

のパネル展示、税金クイズ、税金相談等を行いました。税金クイズには３６２名

が解答。税金相談には１２名の方より所得税等の相談がありました。  
小学生の税に対する理解を深めることを目的とした「税に関する絵はがきコン

クール」では、管内の小学校５校から２２２点の応募があり、鳥栖法人会会長を

審査委員長に、審査要領に従い慎重に審査した結果、会長賞１名、税務署長賞１

名、鳥栖間税会会長賞１名、部会長賞６名、入賞２０名を表彰しました。この他

中学生の「税の作文コンクール」では、会長賞を３名に贈呈しました。  
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３．納税意識の高揚を目的とする事業 
   決算・申告を迎える企業を対象に、税制の改正点や決算・申告上の留意点、ｅ

‐Ｔａｘ等について、全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告の実務」を

テキストとして鳥栖税務署担当官が講師となり決算事務説明会を４回開催し６

６名（うち一般３４名）が受講しました。  
   税務署長研修会は高橋泰明鳥栖税務署長より「～租税 history～」と題して講

演いただき、４１名の会員・地域企業が受講しました。  
    決算事務説明会、各委員会等で「自主点検チェックシート」のチラシによる案

内や解説書等の配布を行い、税務のコンプライアンス向上を図りました。  
この他、広報誌「ほうじん鳥栖」は２回発行（各１０００部）、全法連「ほうじ

ん」は年４回会員事業所に配布し、納税意識の高揚に努めました。  
 

４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
   個々の企業では取り組みにくい、実務研修会「スタートアップ教育研修会」

（４２名受講）、公開講演会（講師：門田隆将氏  １２６名受講）、新春経済講演

会（講師：西脇資哲氏  ７１名受講）、経営等公開講演会（講師：松下賢次氏  ６
０名受講）を開催しました。また、無料でいつでも・どこでも・何回でも受講で

きるインターネットセミナーをホームページ上に開設、年間で５ ,２４５回のア

クセス、１ ,１２３回のログインがあり、会員はじめ地域企業の研修などに利用

されました。  
 
５．地域社会への貢献を目的とした事業 
   各支部のお祭り等に、役員や部会員、支部役員が延べ１６３名で参加して、地

域社会の活性化に寄与するとともに、「水切りネット」などの環境負荷低減につ

ながる環境にやさしいノベルティ４ ,２００個を配布し、ゴミの減量化と生活排

水の浄化を図る環境保全活動を実施しました。  
   「公共団体等への寄付、寄贈」では、生活困窮世帯の食事支援を目的にフード

バンク事業に取り組む鳥栖市社会福祉協議会へ牛丼などのレトルト食品３８６

個を寄贈しました。  
 
 

［共 益 事 業］ 
 

１．会員の交流に資する事業 
 （１）会員交流・親睦事業 
   多岐にわたる異業種の会員の情報交換と親睦交流、会員の一体感を図るため

に各交流会を開催。定時総会終了後の会員交流懇親会（６２名）、第２５回会員

ゴルフ大会（５０名）、税務署長との交流会（３６名）、支部会員交流会で基山支

部（３４名）、鳥栖支部（１７名）、北茂安・中原・三根支部合同（２５名）、神

埼支部（１３名）、吉野ヶ里・上峰・神埼支部合同（２３名）、部会交流会（２５

名）、女性部会（８名）、青年部会（１３名）にて親睦交流を深めました。  
 
 （２）会員増強事業 
   組織の強化と運営基盤の安定化を図るため、１０月から１２月の３ケ月間を

会員増強運動強調月間として、役員並びに共益委員会・支部が連携し会員拡大

に努めました。期間中は１４社の加入、年間では新規３５社の加入となりまし

た。諸般の事情による退会が３１社あり、年度末会員数は４社増加し７７８社

（正会員７２３社、法人賛助会員２６社、個人賛助会員２９者）、加入率３５ .
１％（個人賛助会員を除く）となりました。  
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２．会員のための福利厚生事業 
   会員企業の福利厚生制度を支援するため各種の保険事業や企業保全、医療保険等の推進に、受

託保険会社３社（大同生命保険㈱、ＡＩＧ損害保険㈱、アフラック）等と連携し取り組みました。 
新型コロナ感染も落ち着き、受託３社の推進員も以前と同様の営業活動に戻ったことから、対

前年を上回る実績となりました。経営者大型総合保障制度は３０５社の加入者数で、前年度末よ

り９社増加し、加入率４０.３％となりました。 
また、ビジネスガードは２４１社、がん保険１０１社、医療保険３８社、自動車共済制度は 
４社の加入社数となりました。 

 
 

［その他の事業］ 
 

１．大会・会議等への参加 
   第３９回全法連全国大会群馬大会（２名）、第１７回法人会全国女性フォーラム愛媛大会 

（４名）、第３７回全国青年の集い山形大会（２名）。 
第１１回佐賀県法人会連合会総会（４名）、佐賀県連役員会（２回）、佐賀県連各委員会（５委

員会）に出席するとともに、全法連主催の第３９回事務局セミナー（２名）に出席し、当会の事

業・運営に関わる情報の収集に努めました。 
 

２．会務運営の管理及び効率化   
   事業進捗状況について、業務執行理事の常任理事より理事会に報告し、会務

の適法かつ円滑な運営に努めました。  
   また、総会及び理事会は定款の定めに従い、各委員会・各部会・支部会等は委

員会運営規程及び部会運営規程に従い開催し、円滑な事業の推進と適法な運営

に努めました。  
   事務局の運営については、県内事務局会議等に出席し情報収集に努めるとと

もに就業規則や会計処理規程等に従い合理的かつ効率的な運営と内部統制に努

めました。  
     
 
 

 事業の細目については、次ページ以降に掲載しています。 
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事 業 細 目 

【公益目的事業】 
１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
 （１）税制改正アンケート調査  税制委員及び役員、会員３４名を対象に実施。１８名が回答。 
 （２）税制改正提言活動（令和６年度税制改正に関する提言） 
    主な提言内容：「税・財政改革のあり方」「経済活性化と中小企業対策」「地方のあり方」 

１１月１３日 内川修治神埼市長、田原和幸神埼市議会副議長へ牟田会長、永沼副会長、

永原税制委員長、𠮷原神埼支部長、小田専務理事が訪問し提言 
    １１月２０日 向門慶人鳥栖市長、松隈清之鳥栖市議会議長へ齊藤副会長、大島副会長、

新貝税制副委員長、小田専務理事が訪問し提言 
 

２．税知識の普及を目的とする事業 
 （１）税の啓発活動  納税啓発冊子の配布（４,４５０部 参加役職員等延べ２３４名） 
    基山支部   ７月２２日 第３６回きのくにまつり      ３５０部  参加者 ２９名 

神埼支部   ７月２９日 第２９回長崎街道かんざき宿場まつり  ５００部  参加者 １６名 
鳥栖支部   ７月３０日 まつり鳥栖２０２３        ５５０部  参加者 ２６名 
神埼支部   ８月１９日 第２６回脊振町わんぱくまつり   ３００部  参加者 １５名 
中原支部   ９月 ２日 みやき町中原校区風まつり     ３００部  参加者  ３名 
三根支部   ９月１０日 三根江見沖神事文化祭       ３００部  参加者 １１名 
北茂安支部 １０月１４日 みやき町茂安公時代まつり     ３５０部  参加者 ２０名 
吉野ヶ里支部１０月２８日 吉野ヶ里ふるさと炎まつり     ４００部  参加者 １８名 
法人会   １１月１１日 第１６回タックス・フェアー    ６５０部  参加者 ４４名 
法人会   ７月～１２月 管内小学校５校（税に関する絵はがき実施校）２５０部  参加者 ２７名 
鳥栖支部   ３月３１日 とす弥生まつり          ５００部  参加者 ２５名 
 合 計                          ４,４５０部    ２３４名 

（２）第１６回タックス・フェアー（税金展）の開催 
    目 的   国税庁が定める「税を考える週間」事業の一環として、一般市民が税についての知

識や役割を正しく理解し、正しい納税意識の高揚を図り、併せて税の使い道につい

ても関心を持ち、納税者として社会や国のあり方を主体的に考えることを目的とし

て実施。 
    日 時   令和５年１１月１１日（土）１３：３０～１６：３０ 
    会 場   鳥栖市「フレスポ鳥栖１階ウエルカムーコート」 
    内 容   ①税金に関するパネル展示 ②税金クイズ（大人用６問 回答者２３７名）、（子供

用５問 回答者１２５名）（合計３６２名） ③税金相談（相談者１２名） 
          ④小学生の税の絵はがき作品展示（２０６点） ⑤中学生の税に関する優秀作文展

示（計１１名 うち３名へ会長賞授与） ⑥１億円サンプル展示とクイズ 
          ⑦アトラクション：キッズミュージカル鳥栖 
    実行委員  ４４名 
    共  催  公益社団法人鳥栖法人会 鳥栖間税会 九州北部税理士会鳥栖支部 鳥栖税務署管 

内納税貯蓄組合連合会 
 （３）とす弥生まつりにおける税金クイズの実施 
    目  的  一般市民が税についての知識や役割を正しく理解し、正しい納税意識の高揚を図り、

税の使い道についても関心を持つことを目的に開催。 
    日  時  令和６年３月３１日（日）１０：００～１３：００ 
    会  場  鳥栖市柚比町「田代公園」 
    内  容  税金クイズ（全６問 解答者数３６１名） 
    共  催  鳥栖間税会 
 



- 15 - 

 （４）小学生高学年（６年生）を対象とした「租税教室」 
    目 的   将来を担う児童に正しい税の知識と納税意識、税金の使われ方等の理解を深めるこ 

とを目的に開催。 
    実施校と受講者 神埼市立千代田西部小学校（３１名） 鳥栖市立田代小学校（６７名） 

神埼市立仁比山小学校（３５名） 
   （５）小学生高学年（６年生）を対象とした「絵はがきコンクール」の実施 
      目 的  将来を担う児童生徒に正しい税の知識と納税意識、税金の使われ方等の理解を深める

ことを目的に開催。 
      実施校と応募数 鳥栖市立田代小（５５点）、神埼市立千代田西部小（２５点）、 

鳥栖市立麓小（９２点）、神埼市立千代田東部小（１８点）、 
神埼市立仁比山小（３２点）            合計２２２点 

    審 査  ５校からの２２２点を学校名と個人名を伏せて、税の理解力、描画力等を審査基準と

して審査員による投票（一人５票の投票権）によって審査。 
      審査員  鳥栖美術協会会長 鳥栖市教育委員会課長補佐 田代小校長 千代田西部小校長 

 仁比山小校長 麓小校長 鳥栖税務署長 鳥栖税務署法人統括官 鳥栖間税会会長 
鳥栖法人会会長 鳥栖法人会理事（２名） 女性部会（６名） 青年部会部（１名） 

                合計１９名 
      入 賞  会長賞 １名 神埼市立千代田東部小 垣副胡奈（かきぞえ こな）さん  

税務署長賞：１名 鳥栖間税会会長賞１名 女性部会長賞：３名  
青年部会長賞：３名 入 賞：２０名             合計２９名 

    参加賞  蛍光ペン   副賞 ケンタ図書カード 
    表 彰  １２月１８日千代田西部小に鳥栖間税会会長、１月１５日麓小に鳥栖税務署長他が 

受賞者へ賞状、副賞を授与。他の小学校は校長先生から授与。 
   （６）中学生の税の作文優秀者への会長賞授与 
           鳥栖税務署管内納税貯蓄組合連合会が主催する「中学生の税の作文コンクール」で、

鳥栖法人会会長賞を３名に授与。（タックスフェアー開催時） 
   （７）ホームページを活用した税知識の普及活動 
           上記、各事業予定等をホームページに掲載した。 

 
  ３．納税意識の高揚を目的とする事業 
   （１）決算事務説明会 １４：００～１６：００ 
      開催日と受講企業数 ６月 ９日（１３社、１４名） ８月２３日（１２社、１４名） 
               １１月２２日（ ８社、 ８名） ２月 ８日（２３社、３０名） 
                           受講企業合計５６社（受講者数６６名） 
      講 師  鳥栖税務署法人課税部門 平田千栄統括官 小林敦道調査官 
      使用テキスト 全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告の実務」他 
      講義内容  改正法人税 決算・申告の留意点 源泉徴収事務の留意点 交際費の留意点  

消費税・印紙税の留意点 適格請求書保存方式について等 
       （２）新設法人説明会  
                   開催日  令和５年１２月５日（火） １４：００～１６：００ 
          会  場  鳥栖税務署大会議室   受講者数 １２社（１２名）  共催  鳥栖税務署と共催 
          講  師  鳥栖税務署法人課税部門上席国税調査官 小林敦道氏 
          講義内容  法人税、消費税、源泉所得等について、自主点検チェックシートについて 
       （３）支部・部会研修会 
          ・神埼支部税務研修会      開催日 令和５年７月１４日(金)  会場 割烹はちや 

テーマ 法人会自主点検チェックシートのススメ 
講師  鳥栖法人会専務理事 小田伸司氏   受講者数 １３名 

          ・基山支部税務研修会      開催日 令和５年１０月１６日(月)  会場 一福 
テーマ 新市場新規事業の提案と実践 
講師  TOYO PACK KIYAMA㈱社長 塚本惠章氏   受講者数 ３４名 
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          ・鳥栖支部税務研修会      開催日 令和５年１１月１３日(月)  会場 光林飯店 
テーマ 税務行政について～税務署創設から管内概況の紹介～ 
講師  鳥栖税務署署長 高橋泰明氏   受講者数 １６名 

          ・吉野ケ里、上峰、神埼支部合同税務研修会  開催日 令和５年１１月１５日(水) 会場 割烹竹下 
テーマ 税務行政について～税務署創設から管内概況の紹介～ 
講師  鳥栖税務署署長 高橋泰明氏   受講者数 ２１名 

・北茂安、中原、三根支部合同税務研修会   開催日 令和６年１月１６日(火)  会場 松寿し 
テーマ 令和６年定額減税、スマホでの確定申告について 
講師  鳥栖税務署法人課税部門統括官 平田千栄氏   受講者数 ２３名 

    ・女性部会税務研修会     開催日 令和６年３月１１日(月)  会場 鳥栖商工会議所 
テーマ 令和６年定額減税について 
講師  鳥栖税務署法人課税部門統括官 平田千栄氏   受講者数 ９名 

（４）署長税務研修会  
    開催日  令和５年１２月１日（金） １６：００～１７：００ 
    会 場  ホテルビアントス     受講者数 ４１名    共催 鳥栖間税会と共催 

         テーマ  「～租税history～」 
講 師  鳥栖税務署長 高橋泰明氏  

         その他  講義終了後、交流懇親会を開催（３６名参加） 
     （５）自主点検チェックシートの配布 
         全法連制作の「自主点検チェックシート」、チラシを決算事務説明会等で配布し税務署担当官 

が解説。また、ホームページからダウンロードできる旨告知を行った。 
（６）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行及び配布 
   会員及び税務署関係、全法連関係に配布 

     発行日 第１０１号：９月１５日（１０００部）  第１０２号：３月１５日（１０００部） 
     全法連「ほうじん」の会員への配布  

春号（№７２０号） 夏号（№７２１号） 秋号（№７２２号） 新年号（№７２３号） 
（７）ｅ－Ｔａｘ（電子申告）の普及推進 

     広報誌に「ｅ－Ｔａｘ」の広告記事掲載。また理事会、各委員会、決算事務説明会等で署長及

び法人統括官が出席してｅ－Ｔａｘの利用を説明した。 
 
４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
  （１）企業経営に必要な実務研修会の開催 
    スタートアップ教育研修会（鳥栖商工会議所等と共催） 
     開催日 令和５年４月６日（木） ８：５０～１７：００   
     会 場 （協）鳥栖商工センター２階研修室 
     内 容 ①身だしなみの重要性、ビジネスマナーほか   ②先輩より新入社員へメッセージ 

③電話応対における注意点   ④企業のルール、コンプライアンスについて 
     講師陣 ㈱ビジネスナビゲーター 久保 京子氏       

司法書士法人州都綜合法務事務所 原 弘安氏 
     受講者 ４２名（うち非会員２１名） 
     当会負担金 １５，０００円 
     案内告知 チラシの郵送及びＦＡＸ、ホームページ 
  （２）経営等に関する講演会の開催 
     ①新春経済講演会 
       開催日 令和６年１月２２日（木）１５：００～１６：３０ 
       会 場 ホテルビアントス（鳥栖市） 
       演 題 話題のChatGPT・AIはビジネスをどう変えていくか           
       講 師 西脇 資哲氏 日本マイクロソフト㈱ 業務執行役員・エバンジェリスト 
       受講者 ７１名（うち一般３１名） 
       負担金 １５,０００円 
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       共 催 鳥栖商工会議所 鳥栖間税会 基山町商工会ほか 
       案 内 ホームページ チラシ 市町の広報誌 
     ②公開講演会 
     ・公開講演会（定時総会） 
       開催日 令和５年５月２５日（木）１４：００～１５：３０ 
       会 場 ホテルビアントス（鳥栖市） 
       演 題 激変する国際情勢と日本           
       講 師 門田 隆将氏 作家／ジャーナリスト 
       受講者 １２６名（うち一般２８名） 
       謝金等 講師料３８５,０００円（消費税込み）   旅費１２９,６２０円 
       共 催 （公社）鳥栖法人会 鳥栖間税会 
       案 内 往復はがき ホームページ 各新聞社 市町の広報誌 
     ・経営等公開講演会 
       開催日 令和６年２月６日（火）１４：００～１５：３０ 
       会 場 ホテルビアントス（鳥栖市） 
       演 題 人間力を上げる話～発想を豊かに～           
       講 師 松下 賢次氏 キャスター／アナウンサー 
       受講者 ６０名（うち一般１９名） 
       謝金等 講師料１６５,０００円（消費税込み）   交通費１６０,５６０円 
       共 催 （公社）鳥栖法人会 鳥栖間税会 
       案 内 往復はがき ホームページ 各新聞社 鳥栖市報など 
  （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンド活用） 
       企業の研修会や自己研鑽等に活用できるインターネットセミナーをホームページ上で開設

し、次のとおりアクセス等があった。≪アクセス数・（ ）内はログイン数≫ 
４月 ４２４（９２） ５月 ４５５（８６） ６月 ３７４（８４） 
７月 ３５０（８０） ８月 ３８８（８６） ９月 ３０４（９４） 

１０月 ４４４（９０） １１月 ４６４（９５） １２月 ４７５（１０６） 
１月 ５９７（９９） ２月 ４２４（９９） ３月 ５４６（１１２） 

          合計 ５,２４５（１,１２３）    参考：令和４年度 ５,８６６（９５３） 
 
５．地域社会への貢献を目的とする事業 
  （１）地域イベントへの参加・環境保全活動の実施 
     身近にできる環境保全活動として、「水切りネット」など“環境負荷低減につながる環境に 

やさしいノベルティ”を地域イベントに参加し来場者へ配布した。 

地域・支部名 イベント名・実施時期 実行委員 
（名） 

環境保全活動 
(水切りネットなど配布) 

基山支部 第３６回きのくにまつり 
７／２２（土） ２９ ３５０ 

神埼支部 第２９回長崎街道かんざき宿場まつり 
７／２９（土） １６ ５００ 

鳥栖支部 まつり鳥栖２０２３ 
７／３０（日） ２６ ５５０ 

神埼支部 第２６回脊振町わんぱく祭り 
８／１９（土） １５ ３００ 

中原支部 みやき町中原校区風まつり 
９／２（土） ３ ３００ 

三根支部 みやき町江見沖伝統文化祭 
９／１０（日） １１ ３００ 

  



- 18 - 

北茂安支部 みやき町茂安公時代まつり 
１０／１４（土） ２０ ３５０ 

吉野ヶ里支部 第２６回吉野ヶ里ふるさと炎まつり 
１０／２８（土） １８ ４００ 

鳥栖法人会 第１６回タックスフェアー（税金展） 
１１／１１（土） ４４ ６５０ 

鳥栖支部 第３６回とす弥生まつり 
３／３１（日） ２５ ５００ 

計  ２０７名 ４,２００個 
 

  （２）公共機関や学校、団体等への寄附または寄贈 
     新型コロナウイルス感染拡大により、生活困窮家庭は私たちが考えている以上に多くなってい

ることから、生活に困窮している世帯に対し役立てていただくためレトルト食品３８６食分を

社会福祉法人鳥栖市社会福祉協議会（フードバンク事業）へ寄贈。 
 

【共益事業】 
 １．会員の交流に資する事業 
  （１）会員交流・親睦事業 
   会員交流懇親会の開催 
   ○定時総会後の会員交流懇親会 
      日  時  令和５年５月２５日（木）１７：３０～１９：００ 
      会  場  ホテルビアントス        参 加 者 ６２名 
   ○第２５回会員親睦ゴルフ大会 
      日  時  １０月２６日（木）８：４２スタート 
      会  場  ブリヂストンカンツリー倶楽部  参 加 者 ５０名 

 ○税務署長税務研修交流懇親会 
      日  時  １２月 １日（金）１７：１５～１９：００ 
      会  場  ホテルビアントス        参 加 者 ３６名 

○部会、支部研修交流懇親会 
 ・女性部会、青年部会合同交流懇親会（定時報告会後に開催） 

      日  時  ５月２２日（月）１７：００～１９：００ 
      会  場  光林飯店            参 加 者 ２５名 

 ・青年部会会員交流懇親会（全体会議後に開催） 
      日  時  ７月４日（火）１８：３０～２０：００ 
      会  場  アンテナ            参 加 者  ５名 
    ・神埼支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
      日  時  ７月１４日（金）１９：１０～２１：００ 
      会  場  割烹はちや           参 加 者 １３名 
    ・基山支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 

日  時  １０月１６日（月）１９：４０～２１：００ 
      会  場  一福              参 加 者 ３４名 

・鳥栖支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
日  時  １１月１３日（月）１９：１０～２０：３０ 

      会  場  光林飯店            参 加 者 １７名 
    ・吉野ヶ里、上峰、神埼支部合同交流懇親会（税務研修会、三支部合同会議後に開催） 

日  時  １１月１５日（水）１９：１０～２１：００ 
      会  場  割烹竹下こころ         参 加 者 ２３名 
    ・中原、北茂安、三根支部合同交流懇親会（税務研修会、三支部合同会議後に開催） 
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日  時  令和６年１月１６日（火）１９：１０～２１：００ 
      会  場  松寿司             参 加 者 ２５名 
    ・青年部会会員交流会懇親会（全体会議後に開催） 
      日  時  令和６年２月２９日（木）１９：００～２１：００ 
      会  場  食彩けん玉           参 加 者  ８名 
    ・女性部会会員交流懇親会（部会税務研修会後に開催） 
      日  時  令和６年３月１１日（月）１９：００～２１：００ 
      会  場  Dining Toride          参 加 者  ８名 
        ・企業視察研修交流会 

日  時  令和６年２月１０日（土）１１：００～１５：００ 
      会  場  SAGAアリーナ（久光スプリングス試合観戦） 参 加 者 ２０名 
 
  （２）会員増強事業 
      目  標 ８００会員 
      運  動 １０月～１２月の３ケ月を会員増強運動月間として、役員、部会・支部、受託保

険会社が一体となって実施。 
      手  法 共益委員会を開催し、会員増強運動の実施要領を協議、役員等の勧奨・紹介等で

実施。 
      結  果 増強月間中１４社加入 退会４社  

年 間  ３５社加入 退会３１社 年度末会員は７７８社 
      令和６年３月３１日現在の会員内訳 
        総会員数 ７７８社 正会員：７２３社 賛助会員５５社（法人：２６社 個人２９者） 
 
２．会員のための福利厚生事業                            （令和5年2月末現在） 

制 度 名 制 度 の 内 容 加入社 加入率 受 託 会 社 
経営者大型総合

保障制度 
生命保険と傷害保険をセットした

保険 
２９６   

社 
38.5% 大同生命保険 

ＡＩＧ損害保険 
ビジネスガード 経営を取り巻くリスクから守る 

保険 
２４１

社 
31.9% ＡＩＧ損害保険 

がん保険 がん保険 １０１ 
社 

13.6％ アフラック生命保険 

医療保険 医療保険 ３８社 5.1％ アフラック生命保険 
自動車共済制度 会員企業用の自動車保険（６台） ４社 0.5％ 西日本自動車（協） 

 

【その他の事業】 
   １．大会・会議等への参加 
     ○第１７回法人会全国女性フォーラム「愛媛大会」  
       日 時 令和５年４月１３日（木） 
           １４：００～ 記念講演 第１部 句会ライブ  講師：俳句集団いつき組 組長 夏井いつき氏 
           １５：００～ 大会式典 
           １６：２５～ 記念講演 第２部 講評  講師：俳句集団いつき組 組長 夏井いつき氏 
           １７：４５～ 懇親会 
       会 場 アイテムえひめ 
       参加者 １,８８０名（鳥栖：藤永部会長、松尾副部会長 山本理事、井田職員） 
     ○第３９回法人会全国大会「群馬大会」  
       日 時 令和５年１０月１８日（水） １４：００～ 
           １４：００～ 記念講演 演題：「好機到来」  
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講師：日本通信㈱代表取締役社長／前橋工科大学理事長 福田尚久氏 
           １５：２０～ 式 典  税制提言の報告、青年部会による租税教育活動の報告他 
           １７：３０～ 懇親会        １１：００～１７：３０ 物産展 
       会 場 高崎芸術劇場 
              参加者 １,５１０名（鳥栖：牟田会長、小田専務理事） 
     ○第３７回法人会全国青年の集い「山形大会」  
       日 時 令和５年１１月９日（木）～１１月１０日（金） 
           １１／９  １３：００～ 青連協 第２回連絡協議会 
                 １５：００～ 租税教育活動プレゼンテーション、健康経営大賞 
                 １９：３０～ 部会長ウエルカムパーティ 
           １１／１０  ９：００～ 部会長サミット テーマ「会員拡大について」「租税教育活動の効果に 

ついて」（円卓会議） 
                 １０：００～ 会員交流分科会 テーマ「租税教育活動及び健康経営プロジェクト」 
                 １３：３０～ 記念講演 演題「自らリスクを取って挑戦する。だからこそ価値がある」 
                             講師 山中大介氏（ヤマガタデザイン㈱代表取締役） 
                 １５：００～ 大会式典 
                 １７：３０～ 大懇親会 
       会 場 ホテルメトロポリタン山形、やまぎん県民ホール 
       参加者 ２,０００名（鳥栖：藤田部会長、河野副部会長） 
    ○第１０回九州北部法人会連合会定時総会（佐賀・福岡・長崎の３１法人会で構成） 

       日 時 令和５年８月２５日（金）  
       会 場 ソラリア西鉄ホテル福岡（福岡市） 
       議 題 第１号議案 令和４年度事業報告及び収支決算報告について（事業年度令和３年７月～令和４年６月） 
           第２号議案 令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
           第３号議案 旅費規程の改正について 
           第４号議案 任期満了に伴う役員改選の承認について 
       出席者 牟田会長、小田専務理事 
     ○九州北部法人会連合会女性部会定時連絡協議会、九州北部法人会連合会青年部会定時連絡協議会  
       日 時 令和５年８月２５日（金）  
       会 場 ソラリア西鉄ホテル福岡（福岡市） 
       議 題 １ 令和４年度事業報告及び収支決算報告について（事業年度令和３年７月～令和４年６月） 
           ２ 令和５年度事業計画及び会議等スケジュール・予算（案）について 
           ３ 任期満了に伴う役員改選について 

出席者 松尾女性部会長、藤永前女性部会長、藤田青年部会長、陣ノ内前青年部会長 
     ○第１１回一般社団法人佐賀県法人会連合会定時総会 
       日 時 令和５年６月２０日（火） １６：００～  
       会 場 ホテルニューオータニ佐賀 
       議 題 報告事項（理事会承認事項） 
            １ 令和４年度事業報告の件 
            ２ 令和５年度事業計画書及び収支予算の件 
           議案審議 
            第１号議案 令和４年度決算承認の件 
            第２号議案 任期満了に伴う役員改選の件 
        表 彰（関係分） 退任功労者表彰：橋本健男前会長 
        出席者 橋本前会長 牟田会長 小田専務理事  

○第３５回佐賀県法人会連合会青年部会連絡協議会定時大会 
        日 時 令和５年７月１３日（木）１８：００～ 
        会 場 ガーデンテラス佐賀ホテル＆リゾート         

議 題 第１号議案 令和４年度事業報告承認の件 
            第２号議案 令和５年度事業計画（案）承認の件 
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            第３号議案 役員改選の件 
        出席者 陣ノ内前部会長 藤田新部会長 小田専務理事 

○第２３回佐賀県法人会連合会女性部会連絡協議会定時大会 
日 時 令和５年７月２０日（木）１４：００～ 

        会 場 ホテルニューオータニ佐賀         
議 題 第１号議案 令和４年度事業報告承認の件 

            第２号議案 令和５度事業計画（案）承認の件 
            第３号議案 役員改選の件 
        出席者 藤永前部会長、松尾新部会長、橋本副部会長、井田職員 
 
 
 

○鳥栖法人会 各種会議等開催状況 
会議名 開催日 議 題 等 出席者 

監査 
令和５. 
０４.１８ 

令和４年度事業報告、計算書類等監査 監事  ２名 

総務委員会 ５.０４.１９ 

【協議・報告事項】 
１．理事会、第１１回定時総会提出議案について 
２．第１１回定時総会の運営について 
３．その他 

会 長 
委員 ５名 
来賓 １名 

理事会 ５.０４.２５ 

【決議事項】 
第１１回定時総会提出議案等について 
第１号議案 令和４年度事業報告及び収支決算の件 
第２号議案 現行定款の変更承認の件 
第３号議案 任期満了に伴う役員改選（案）承認の件 
第４号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
第５号議案 令和５年度事業計画及び収支予算の件 
第６号議案 委員会、部会、支部設置及び委員長等選任の件

第７号議案 功労者表彰の件 
第８号議案 来賓案内の件 
第９号議案 第１１回定時総会の運営の件 
【報告事項】 
１．公開講演会の開催について 
２．今後の主な日程について 
３．総会会場受付について 
【その他】 
１．臨時理事会の開催について 

理事 ２１名 
監事  ２名 
来賓  ２名 

第３９回 
青年部会定時報告会 

５.０５.２２ 

【議事】 
１．令和４年度事業報告及び収支決算承認の件 
２．令和５年度事業計画(案)及び収支予算(案)承認の件 
３．任期満了に伴う役員改選の件 

会員１１名 
来賓 ４名 

第２５回 
女性部会定時報告会 

５.０５.２２ 

【議事】 
１．令和４年度事業報告及び収支決算承認の件 
２．令和５年度事業計画及び収支予算(案)承認の件 
３．任期満了に伴う役員改選の件 

会員１２名 
来賓 ４名 
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第１１回定時総会 ５.０５.２５ 

【決議事項】 
第１号議案 令和４年度決算承認の件 
第２号議案 現行定款変更承認の件 
第３号議案 任期満了に伴う役員改選承認の件 
第４号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
【報告事項】 
１．令和４年度事業報告について 
２．令和５年度事業計画及び収支予算について 

正会員数 
７２１名 

出席正会員数 
５２０名 

（委任状出席 
４６１名含む） 

税制委員会 ５.０６.０１ 

【報告・協議事項】 
１．令和５年度税制改正提言の主な実現事項について 
２．令和６年度税制改正に関するアンケート結果について 
３．鳥栖法人会からの「令和６年度税制改正要望」について 

税制委員６名 

正副会長会議 ５.０６.２９ 
【協議事項】 
１．令和５年度会員勧奨について 
２．公益事業「水切りネット」の配布変更について 

新前会長 ２名 
新前副会長７名 
専務理事 

青年部会全体会議 ５.０７.０４ 

【議題】 
１．令和５年度租税教室実施校について 
２．租税教室実施例（佐賀法人会、鳥栖法人会） 
３．青年部会における大型総合保障制度の推進について 

部会員 ８名 
来賓  １名 

公益委員会 ５.０７.０７ 

【協議事項】 
１．令和５年度研修会及び講演会の開催について 
２．令和５年度社会貢献活動について 
３．第１６回タックスフェアー（税金展）開催について 
４．その他  

公益委員 ８名 
来賓   ２名 

神埼支部税務研修

会・支部会・交流会 
５.０７.１４ 

【研修会】 
テーマ 「法人会自主点検チェックシートのススメ」 
講 師 小田伸司専務理事 
【支部会議・議題】 
１．令和５年度神埼支部事業活動について 
２．会員増強活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

支部会員１０名 
受託会社 ３名 

 

広報委員会 ５.０８.２４ 
【協議事項】 
１．広報誌「ほうじん鳥栖１０１号」の発行について 

委員  ７名 
来賓  ２名 

厚生委員会 ５.０８.２４ 
【協議・報告事項】 
１．大型保障制度のあゆみ 
２．佐賀県連厚生委員会報告（令和４年度状況報告） 

会 長 
厚生委員 ５名 
受託会社 ５名 

共益委員会、支部長

合同会議 
５.０９.０８ 

【報告・協議事項】 
１．会員数の現状について 
２．会員増強計画について 
３．第２５回会員親睦ゴルフ大会の開催について 

共益委員９名 
支部長 １名 
来賓  ３名 

理事会 ５.０９.２５ 

【報告事項】 
１．令和５年度上期事業推進状況について（常任理事からの報告） 
２．今後の主な事業計画について 
３．鳥栖税務署人事異動について 
【審議事項】 
１．環境保全活動で配布するノベルティの変更の件 
【その他】 
１．法人会の福利厚生制度「経営者大型保障制度」について 

理事 ２４名 
監事  ２名 
来賓  ４名 
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基山支部税務研修

会・支部会・交流会 
５.１０.１６ 

【研修会】 
テーマ 「新市場新規事業の提案と実践～飲料OEM充填事

業の海外展開とオープンイノベーション～」 
講 師 TOYO PACK KIYAMA 株式会社  

代表取締役社長 塚本惠章氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和５年度下期事業活動について 

支部会員２７名 
来 賓  ３名 
受託会社 ２名 

青年部会全体会議 ５.１０.２４ 

【協議事項】 
１．令和５年度租税教室の実施校について 
２．令和７年度九北連租税教育活動事例発表会でのプレゼン

について 
３．青年部会における大型総合保障制度推進について 

部会員 ８名 

公益委員会 
≪共催団体合同会議≫ 

５.１１.０２ 

【協議、報告事項】 
１．第１６回タックスフェアー(税金展)の開催について 
  ・当日スケジュール、役割分担等詳細協議 
２．令和５年度下期公益事業について 
３．その他 

会長 
委員  ７名 
税務署 ３名 
税理士会２名 
受託会社１名 

鳥栖支部税務研修

会・支部会・懇親会 
５.１１.１３ 

【研修会】 
テーマ 「税務行政について～税務署創設から管内概況のご紹介～」 
講 師 鳥栖税務署 署長 高橋泰明氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．令和５年度下期事業活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

支部会員１２名 
来 賓  ３名 
受託会社 １名 

吉野ヶ里、上峰、神埼

支部合同税務研修

会・支部会・懇親会 
５.１１.１５ 

【研修会】 
テーマ 「税務行政について～税務署創設から管内概況のご紹介～」 
講 師 鳥栖税務署 署長 高橋泰明氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．令和５年度下期事業活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

吉野ヶ里７名 
上峰  ―名 
神埼  ８名 
来賓  ２名 
受託会社４名 

中原、北茂安、三根支

部合同税務研修会・

支部会・懇親会 

令和６年 
０１.１６ 

【研修会】 
テーマ 「税金あれこれ～Ｒ６定額減税、スマホで確定申告、酒税～」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門統括調査官 平田千栄氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．令和５年度下期事業活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

中原  ７名 
北茂安 ６名 
三根  ５名 
来賓  ２名 
受託会社３名 

広報委員会 ６.０１.１７ 
【協議事項】 
１．広報誌「ほうじん鳥栖１０２号」の発行について他 

広報委員７名 
来賓  １名 

青年部会全体会議 ６.０２.２９ 

【協議・報告事項】 
１．令和７年度九北連租税教室事例発表会プレゼンについて 
  ・租税教育活動プレゼンスケジュール等について 
  ・九北連青連協租税教育研修会の出席者について 
２．法人会大型総合保障制度推進について 

部会員 ６名 
来賓  １名 
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総務委員会 ６.０３.１１ 

【協議、報告事項】 
１．令和６年度事業計画(案)および収支予算(案)について 
２．第１２回定時総会の開催について 
３．今後の会議等日程について 

委員 ７名 
来賓 １名 

女性部会税務研修会 ６.０３.１１ 
演題：「定額減税について」 
講師：鳥栖税務署法人課税部門統括調査官 平田千栄氏 

部会員 ９名 
来賓  １名 

理事会 ６.０３.１８ 

【報告事項】 
１．令和５年度事業活動報告について（会長、常任理事報告） 
【決議事項】 
第１号議案 令和６年度事業計画及び収支予算(案)の件 
第２号議案 第１２回定時総会の開催の件 
【その他】 
１．法人会の福利厚生制度「経営者大型総合保障制度」について 
２．今後の主な会議等日程について 
３．その他  

理事 ２５名 
監事  ２名 
来賓  ４名 
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参  考 
（租税教室・税に関する絵はがきコンクール） 

租税教室 

講師養成研修 

（鳥栖税務署） 

令和５年 

５月２４日 

【講師：佐賀税務署税務広報広聴官】 

【内容】 

１．租税教室を行う背景 

２．租税教室開催の流れ ほか 

青年部会員３名 

事務局  １名 

租税教室 

神埼市立 

千代田西部小学校 

講師：福山 徹 
（青年部会理事） 

令和５年 

７月１１日 

授業内容 

１ 法人会の紹介と租税教室の開催目的 

２ 児童からの税金に関する質問への回答 

３ 国税庁制作DVD「マリンとヤマトの不思議な日曜日」上映 

４ パワーポイントによる税金クイズ 

５ 租税教室受講感想文の提出お願い 

６ 税の絵はがきコンクール応募要領説明 

配布資料 

１ 世界の消費税を刷り込んだクリアファイル 

２ 税の啓発冊子「タックスフントとけんたくん」 

３ 「国の財政と消費税のこと」リーフレット 

４ 「税に関する絵はがきコンクール」応募用紙 

受講児童数３１名 

実行委員  ４名 

事務局   ２名 

鳥栖市立田代小学校 

講師：福山 徹 
（青年部会理事） 

令和５年 

７月１９日 

受講児童数６７名 

実行委員 １０名 

事務局   ２名 

神埼市立 

仁比山小学校 

講師：京本祐磨 
（青年部会員） 

令和５年 

１１月２４日 

受講児童数３５名 

実行委員  ８名 

事務局   １名 

絵はがきコン

クール審査会 
令和５年 
１２月１２日 

応募総数 ２２２点 
（田代小５５点 麓小９２点 仁比山小３２点 
 千代田西部小２５点 千代田東部小１８点） 

審査員 １９名 
 鳥栖美術協会会長 鳥栖税務署長 鳥栖税務署法人統括官 
 鳥栖市教育委員会 各小学校校長 鳥栖法人会会長  

鳥栖間税会会長 鳥栖法人会・女性部会・青年部会各理事 
審査要領 
 作品は、校名と氏名を伏せて、審査員一人が５票の投票権を

持ち、投票。投票数の多い順から会長賞等を決定した 
受賞者（２９名） 
 鳥栖法人会会長賞 千代田東部小  垣副 胡奈さん 
 鳥栖間税会会長賞 千代田西部小  百武 龍希さん 
 鳥栖税務署長賞  麓小      緒方 未如珂さん  
 女性部会長賞   麓小      丸田 彩瑚さん 
          麓小      蔵藤 正晄さん 
          麓小      日野 心幸さん 
 青年部会長賞   麓小       野口 百誉さん 
          麓小        田中 琉生さん 
          麓小         平塚 風愛さん 
 入選 田代小５名  麓小１１名  仁比山小１名 
    千代田西部小２名   千代田東部小１名 

鳥栖美術協会１名 
鳥栖税務署 ２名 
教育委員会 １名 
校長    ４名 
鳥栖法人会１０名 
鳥栖間税会 １名 
事務局   ２名 

絵はがきコン

クール表彰式 
 

令和５年 
１２月１８日 

神埼市立千代田西部小学校  
受賞者  ３名 

鳥栖間税会会長  

事務局   

令和６年 
１月１５日 

鳥栖市立麓小学校 
      受賞者 １８名 

鳥栖税務署署長 
鳥栖税務署統括官 
青年部会長 
女性部会副部会長 
事務局 

絵はがき 
展示準備 

令和６年 
２月１３日 

鳥栖税務署確定申告会場、タックスフェアー会場への展示準備 
女性部会長、部会員     

８名 
事務局 
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○佐賀県法人会連合会各委員会・事務局会議等 
会議名 開催日 議   題 出席者 

総務委員会 
令和５年 

６.０２ 

１．第１１回定時総会について 
２．総会議案について 
（１）令和４年度事業報告の件 
（２）令和５年度事業計画及び収支予算の件 
（３）令和４年度決算承認の件 
（４）任期満了に伴う役員改選の件 

伊東総務委員長 
小田専務理事 

理事会 
令和５年 

６.０８ 

【審議事項】 
第１号議案 第１１回定時総会開催の件 
第２号議案 令和４年度事業報告の件  
第３号議案 令和４年度決算承認の件 
第４号議案 任期満了に伴う役員改選の件 

橋本前会長 
牟田会長 
小田専務理事 

定時総会 
令和５年 

６.２０ 

第１１回定時総会 
【報告事項】（理事会承認事項） 
１．令和４年度事業報告の件 
２．令和５年度事業計画及び収支予算の件 

【議案審議】  
第１号議案 令和４年度決算承認の件 
第２号議案 任期満了に伴う役員改選の件 

橋本前会長 
牟田会長 
小田専務理事 

厚生委員会 
令和５年 

７.１２ 

〇健康セミナー 
 テーマ：最先端医療の現状～進化するがん治療～ 
 講師 ：日本医学ジャーナリスト協会副会長 松井宏夫氏 
〇議題 
１．「大型保障制度のあゆみと現況」について 
２．報告事項 ・令和４年度福利厚生制度推進状況について 
       ・令和５年度方針・目標について 
３．審議事項 ・ＳＡＧＡチャレンジ１００運動単位会表彰について 
４．厚生委員会活動事例 
５．受託保険会社からの情報提供 

中村厚生委員長 
橋本厚生委員 
山本厚生委員 
小田専務理事 

組織委員会 
令和５年 

８.２９ 

１．第１回全法連組織委員会報告 
２．令和５年度会員数の推移について 
３．令和４年度会員増強について 
４．各単位会の令和５年度会員増強計画について（単位会報告） 

山津共益委員長 
𠮷原副共益委員長 
井田職員 

県内法人会 
事務局視察研修会 

令和６年 
１.２５～２７ 

佐賀県連事務局沖縄視察研修 
小田専務理事 
井田職員 

県連講演会 
令和６年 

２.２０ 

演題：「アナウンサーが伝えるワークライフバランスと 
女性活躍」 

講師：フリーアナウンサー 笠井 信輔 氏 
聴講者１７４名 

組織委員会 
令和６年 

３.０７ 

１．第２回全法連組織委員会報告 
２．会員の動き 
３．全法連表彰について 
 ・優秀賞：佐賀県法人会連合会（対前年比１社以上増） 
 ・最優秀賞：佐賀法人会（対前年比２０社以上増） 
 ・努力賞：鳥栖法人会、武雄法人会、唐津法人会（対前年比１社以上増） 
４．各単位会の令和５年度会員増強について（単位会報告） 
５．（協議事項）県連優秀賞に対する報奨金について 

山津委員長 
𠮷原副委員長 
小田専務理事 
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厚生委員会 
令和６年 

３.１２ 

１．全法連厚生委員会報告 
２．令和５年度福利厚生制度推進状況について 
３．令和５年度保険各社の進捗状況について 

中村委員長 
小田専務理事 

総務委員会 
令和６年 

３.１９ 

１．全法連総務委員会報告 
２．令和５年度事業報告 
３．能登半島地震における被災法人会に対する義援金について 
４．常勤役員に対する報酬額承認について 
５．第２３回全国障害者スポーツ大会への協力要請について 
６．令和６年度事業計画(案)および予算(案)について 
７．第１１回県連定時総会開催について 

伊東委員長 
田中副委員長 
小田専務理事 

理事会 
令和６年 

３.２６ 

【報告事項】 
１．令和５年度事業報告 
【審議事項】 
１号議案  能登半島地震における被災法人会に対する義援金について 
２号議案 常勤役員に対する報酬額承認について 
３号議案 令和６年度事業計画(案)および予算(案)について 
【その他】 
１．第１２回県連定時総会開催について 

牟田副会長 
小田専務理事 
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○佐賀県法人会連合会 女性部会連絡協議会 会議等 
会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和５年 

７.２０ 
１．全法連女連協定時連絡協議会報告 
２．本年度事業計画について 

藤永部会長 
橋本副部会長 
井田職員 

女連協  
第２５回定時大会 

令和５年 
７.２０ 

【議事】 
第１号議案 令和４年度事業報告承認の件 
第２号議案 令和５年度事業計画（案）承認の件 
第３号議案 任期満了に伴う役員改選の件 

藤永部会長 
橋本副部会長 
井田職員 

役員会 
令和５年 

１０.２０ 

１．令和５年度の実施事業（講演会等）について 
２．第１８回全国女性フォーラム広島大会における情報交換 

会への参加者について 
３．九北連女連協役員会について 
４．令和６年版新作カレンダーバザー展への協力について 

松尾部会長 
橋本副部会長 
井田職員 

役員会 
令和６年 

１.２４ 

１．第２３回全国障害者スポーツ大会への協力依頼について 
２．九北連女連協役員会について 
３．第１８回法人会女性フォーラム（広島大会）における 

情報交換会について 
４．研修会の役割分担について 

松尾部会長 
橋本副部会長 
井田職員 

県連女性部会 
研修会 

令和６年 
２.２０ 

演題：「私とテレビとないしょ話」 
講師：フリーアナウンサー 笠井 信輔 氏 

鳥栖女性部会 
 １１名出席 

 
 
 
○佐賀県法人会連合会 青年部会連絡協議会 会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和５年 

７.１３ 
１．全法連青連協定時連絡協議会報告 
２．九北連租税教室事例発表会について 

陣ノ内部会長 
藤田理事 
小田専務理事 

青連協 定時大会 
令和５年 

７.１３ 

【議事】 
第１号議案 令和４年度事業報告承認の件 
第２号議案 令和５年度事業計画（案）承認の件 
第３号議案 役員改選の件 

陣ノ内部会長 
藤田理事 
小田専務理事 

役員会 
令和６年 

２.１４ 

１．令和５年度事業報告について 
２．第２３回全国障害者スポーツ大会への協力依頼について 
３．租税教育活動の次年度プレゼン単位会(鳥栖法人会)について 

藤田部会長 
河野副部会長 
小田専務理事 
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○九州北部法人会連合会・全国法人会総連合 
会議名 開催日 議  題 出席者 

全国女性 
フォーラム 

令和５年 
４.１３ 

第１７回法人会全国女性フォーラム（愛媛大会） 
会場：アイテム愛媛 

第１部 記念講演 １部「句会ライブ」 
         講師 夏井いつき 氏  俳句集団いつき組 
第２部 式典  大会宣言、活動事例発表他 
第３部 記念講演 ２部「（句会）講評」 
第４部 懇親会         （大会参加者数1,880名） 

藤永女性部会長 
松尾女性部副会長 
山本女性部会理事 
井田職員 

九北連 青連協 
租税教育研修会 

令和５年 
４.２１ 

租税教育研修会（場所：ホテルマリターレ創世佐賀） 
・部会長サミット（健康経営研修、円卓会議他） 
・租税教育研修会 
租税教育プレゼン：鹿児島法人会、八幡法人会 
九北連代表プレゼン：佐世保法人会 

陣ノ内青年部会長 
藤田青年部会理事 

九北連 定時総会 
令和５年 
   ８.２５ 

第１１回 定時総会（会場：ソラリア西鉄ホテル福岡） 
１ 令和４年７月～令和５年６月 事業報告および収支決算 
２ 令和５年７月～令和６年６月 事業計画及び収支予算（案） 
３ 旅費規程の改正について 
４ 任期満了に伴う役員選任の承認について 

牟田会長 
松尾女性部会長 
藤永女性部副部会長 
陣ノ内青年部前会長 

九北連 
女性部会・青年部会 
定時連絡協議会 

令和５年 
   ８.２５ 

定時連絡協議会（会場：ソラリア西鉄ホテル福岡） 
１ 令和４年７月～令和５年６月 事業報告および収支決算 
２ 令和５年７月～令和６年６月 事業計画及び収支予算（案） 
３ 任期満了に伴う役員選任の承認について 

松尾女性部会長 
藤永女性部副部会長 
藤田青年部会長 
陣ノ内青年部前会長 

全国大会 
令和５年 
 １０.１３ 

第３９回法人会全国大会（群馬大会）  
会場：ホテルメトロポリタン高崎、高崎芸術劇場 

第１部 記念講演 演題「好機到来」 
         講師 福田尚久氏 前橋工科大学理事長 

第２部 式典  表彰受賞会紹介、税制改正提言の報告他 
第３部 懇親会         （大会参加者数 約1,500名） 

牟田会長 
小田専務理事 

法人会 
全国青年の集い 

令和５年 
  １１.９ 

～１０ 

第３７回法人会全国青年の集い（山形大会） 
会場：ホテルメトロポリタン山形、やまぎん県民ホール 

開催１日目（９日15:00～21:00） 
・租税教育活動プレゼンテーション 
・健康経営大賞 
・部会長ウエルカムパーティ 
開催２日目（１０日9：00～19:00） 

・部会長サミット、会員交流分科会 
・記念講演 演題 「自らがリスクを取って挑戦する。だから

こそ価値がある」 
      講師 山中大介氏  ヤマガタデザイン㈱代表取締役 
・大会式典 租税教育活動、会員増強等表彰ほか 
・物産展（１０日10：00～14：00） 

（大会参加者数 約2,000名） 

藤田青年部会長 
河野青年部副会長 
 

事務局セミナー 
令和６年 

３.０４ 

第３９回事務局セミナー（ライブ配信での参加） 
演題「基礎からわかる公益法人の制度運営について」 

 講師 竹井 豊氏（公益法人協会 理事） 

小田専務理事 
井田職員 
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○会員加入状況 

所管法人数 ２,２１４社 
令和４年度末 会員総数    ７７４社 
令和５年度中  入会      ３５社 
同 年度中  退会     ３１社 

     増 減 ＋４社 
令和５年度末  会員総数    ７７８社 
 うち正会員    ７２３社 
   賛助会員（法人の支店等）     ２６社 
   賛助会員（個人事業者）     ２９者 
加入率（個人事業者を除く）   ３５.１％ 
令和５年度会費収入額 ６,７３７,９００円 

       入会 ３５社（役員勧奨＝９社  税理士会鳥栖支部＝１社  受託生損保勧奨＝２３社  事務局＝２社） 
退会 ３１社（休・廃業＝１４社 経費節減＝５社 転出＝２社 その他＝１０社） 

   
 
  ○福利厚生制度加入状況                       （令和６年３月末現在） 

 経営者大型保障制度 ビジネスガード 医療保険 がん保険 

受託保険会社 
大同生命保険 
ＡＩＧ損害保険 

ＡＩＧ損害保険 アフラック生命保険 アフラック生命保険 

加入企業数 ３０５社 ２４１社 ３８社 １０１社 

収入保険料 ４０,７２２万円 １７,２４４万円 ５５６万円 １,８１１万円 

加入率 ４０．３％ ３１．９％ ５．１％ １３．６％ 

役員企業加入数 ３４社（対象３７社） １５社 ２１社 
    ※経営者大型保障制度の令和５年度加入状況 
     新規加入 １６社  取扱企業＝６０社  契約保険金額＝２７２,１００万円 
     目標達成支部（新規企業＋取扱い企業＋契約保険金額の３項目達成）  基山支部 上峰支部 吉野ケ里支部 神埼支部 
    ※貸倒保障制度 加入数０件    ※自動車共済制度 加入数６台（４社） 
  

 
○助成金・補助金額推移（福利厚生制度保険料に伴う事務手数料） 

 全法連助成金 佐賀県連補助金 合  計 

令和 ２ 年度 １２,１４２,９００円 ９５０,０００円 １３,０９２,９００円 

令和 ３ 年度 １２,１２１,０００円 ６００,０００円 １２,７２１,０００円 

令和 ４ 年度 １１,９３２,７００円 １,２４０,０００円 １３,１７２,７００円 

令和 ５ 年度 １１,５１７,３００円 ５８０,０００円 １２,０９７,３００円 

 
 
  ○事務局職員    専従者２名 （専務理事１名  職員１名） 
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令和６年度事業計画 
【令和６年４月１日～令和７年３月３１日】 

 
Ⅰ．基本方針 
  公益社団法人として、更に公益性と透明性を高め、税を通じて地域に根ざした活動を 
積極的に推進していく。   
１．税務コンプライアンスの向上に努め、税知識の普及と納税意識の高揚を図る。 
２．地域企業、地域社会への貢献活動に積極的に取り組む。 
３．税務当局との協調に努め、公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。 
４．効果的な活動のため、組織の強化と会員の交流・親睦を図る。 

 
Ⅱ．事業計画 

公益目的事業 
 

 １．税制、税務に関する調査研究並びに提言活動（公益１） 
適正・公正な税制・税務に関する提言を行う。 

  （１）令和７年度（２０２５年度）税制改正に関するアンケート調査の実施 
  （２）令和７年度（２０２５年度）税制改正に関する要望事項の検討・作成 
  （３）税制改正提言活動（鳥栖市長、神埼市長、同両市議会議長） 
  （４）税制・税務に関する調査研究 
 
 ２．税知識の普及を目的とする事業（公益１） 
   税に関する知識を深めるとともに税知識の普及を図るため次の事業を行う。 
  （１）税の啓発活動（納税啓発冊子の配布） 
  （２）タックス・フェアー（税金展）の開催 
  （３）とす弥生まつりにおける税金クイズの実施 
  （４）小学校高学年を対象とした「租税教室」の開催 
  （５）小学校高学年を対象とした「税の絵はがきコンクール」の実施 
  （６）中学生の税の作文優秀者への鳥栖法人会会長賞の授与 
  （７）ホームページを活用した税知識の普及活動 
 
 ３．納税意識の高揚を目的とする事業（公益１） 
   税務のコンプライアンスの向上を図るとともに実務面から税知識を深め、適正な申告

納税意識の向上を図るため次の事業を行う。 
  （１）四半期ごとに決算月を迎えた企業を対象に決算事務説明会の開催（年４回） 
  （２）新設全法人を対象に新設法人説明会の開催（年１回） 

（３）支部及び部会を対象に署長税務研修会の開催（年１回） 
（４）各説明会で「自主点検チェックシート」を配布し、税務コンプライアンス向上を 

図る 
（５）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行（年２回）、全法連「ほうじん」の配布（年４回） 

  （６）「ｅ－Ｔａｘ」の利用推進 
  （７）ホームページを活用した納税意識の高揚活動 
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４．地域企業の健全な発展に寄与する事業（公益２） 
地域企業の健全な発展に資するため次の事業を行う。 

   （１）実務研修会の開催 
      スタートアップ教育研修会  
   （２）経営等に関する講演会の開催。 
      経営に関する公開講演会及び新春経済講演会  
   （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンドの活用） 
 
 ５．地域社会への貢献を目的とする事業（公益２） 
   地域社会の活性化と環境保全に寄与するため、次の事業を行う。 

（１）管内８支部の地域イベント等に参加 
（２）管内８支部の地域イベント等に参加し、環境負荷低減につながる環境にやさし

いノベルティを配布し環境保全についての啓発活動を実施する。 
（３）公共機関や学校、団体等への寄付または寄贈の実施。 

 
 

共 益 事 業 
 

 １．会員の交流に資するための事業（共益・他１） 
  （１）会員親睦・交流事業 
     ①会員交流懇親会の開催（定時総会及び企業視察研修会時に開催） 
     ②会員ゴルフ大会の開催 
     ③県連青年部会ゴルフ大会への参加 
     ④部会研修交流会の開催 
     ⑤支部会員研修交流会の開催 
 
  （２）会員増強事業 
     組織の強化を図るため、会員増強に取り組む。 
     ①会員増強運動  

期 間：１０月～１２月に会員増強キャンペーンの実施 
目 標：８００社（令和６年度末会員数） 

     ②功労者に対し、表彰を行う 
 
２．会員のための福利厚生事業（共益・他２） 

       会員企業の福利厚生制度を支援し企業保全を目的に各種制度の普及推進を図る。 
     ①経営者大型総合保障制度の普及推進 
     ②ビジネスガードの普及推進 

       ③がん保険・医療保険の普及推進 
 ④貸倒保障制度（県連事業の案内・周知）の普及推進 
⑤自動車共済制度の普及推進 

     ⑥功労者に対し、表彰を行う 
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その他の事業 

 
  １．大会・会議等への参加 
    公益法人としての事業運営に関わる制度改正や運営要領等の情報を収集するため、

全法連全国大会、全国青年の集い、全国女性フォーラム、九北連及び佐賀県連の定

時総会並びに関連する役員会、委員会、部会、事務局会議、セミナー等に参加して

法人会事業の充実・発展に努める。 
 

  ２．啓発活動 
       全法連女連協が実施する「いちごプロジェクト」（家庭における使用電力の１５％ 

節電運動）事業に参画し、節電の啓発活動を行う。 
 
  ３．会務運営の管理及び効率化 

       公益法人としての事業の健全かつ円滑な運営に向けて、ガバナンスの確保に努める 
とともに、事務局運営の合理化、効率化、適正化を図る。 
 ①個人情報の安全かつ適正な取り扱い 
  「個人情報保護に関する基本方針、個人情報取扱規程」「個人番号及び特定個

人情報取扱規程」及び「就業規則」に基づき安全かつ適正な取扱いを行う。 
     ②諸会議の効果的な開催 
      定款及び総会運営規則、理事会運営規則等に基づき、総会、理事会、各委員会、 

部会、支部会等の会議を効果的に開催する。全法連事務局研修会及び県連事務 
局会議へ参加し、適正な運営に努める。 

      ③事務局業務の合理化・効率化 
      事務処理規程及び会計処理規程等に基づき、合理的、効率的な運営と内部統制 

に努める。 
以上 
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当年度① 前年度②

(令和６年度） （令和５年度）

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 500 500 0

　　　　　　    基本財産受取利息 500 500 0

　　　　　 特定資産運用益 500 500 0

　　　　　　　　特定資産受取利息 500 500 0

　　　　　 会費収入 6,530,000 6,470,000 60,000

　　　　　　　　正会員受取会費 6,350,000 6,300,000 50,000 会費収入

　　　　　　　　賛助会員受取会費 180,000 170,000 10,000 会費収入(支店・個人含）

　　　　　 受取補助金等 12,022,900 11,753,300 269,600

　　　　　　　　受取県連補助金 850,000 850,000 0 県連補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 11,172,900 10,903,300 269,600 全法連公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 1,460,000 1,260,000 200,000

　　　　　　　　青年部会負担金 180,000 200,000 △ 20,000 青年部会年会費

　　　　　　　　女性部会負担金 100,000 100,000 0 女性部会年会費

　　　　　　　　総会等負担金 780,000 720,000 60,000 総会時交流会等会費

　　　　　　　　支部会等負担金 400,000 240,000 160,000 支部会時交流会等会費

　　　　　 雑収益 36,100 95,700 △ 59,600

　　　　　　　　受取利息 100 100 0 預金利息

　　　　　　　　雑収益 36,000 35,600 400 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 0 60,000 △ 60,000

　　　　　 経常収益計 20,050,000 19,580,000 470,000

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 16,015,000 16,328,000 △ 313,000

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 3,442,500 0 年俸　※

　　　　　　　　給料手当 3,043,000 3,026,000 17,000 基本給　賞与　時間外手当等　※

　　　　　　　　福利厚生費 1,572,500 1,572,500 0 社会保険料　生命共済等　※

　　　　　　　　会議費 1,471,000 1,424,000 47,000 社会貢献・税金展等打合せ等

　　　　　　　　旅費交通費 935,500 1,224,500 △ 289,000 講師旅費　全国大会等　※

　　　　　　　　通信運搬費 999,500 837,000 162,500 電話　往復はがき等　※

　　　　　　　　消耗品費 194,500 203,000 △ 8,500 コピー用紙等　※

　　　　　　　　印刷製本費 630,000 690,000 △ 60,000 議案書　広報誌等　※

　　　　　　　　燃料費 42,500 42,500 0 公用車ガソリン代　※

　　　　　　　　水道光熱費 102,000 102,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 714,000 714,000 0 テナント家賃　※

　　　　　　　　保険料 59,500 59,500 0 公用車損害保険料等

　　　　　　　　諸謝金 760,000 755,000 5,000 講演会講師料

　　　　　　　　支払負担金 105,000 115,000 △ 10,000 地域支援　講演会等共催負担金

　　　　　　　　会場費 747,000 661,000 86,000 総会　研修会等

　　　　　　　　広告宣伝費 0 44,000 △ 44,000 講演会等広告宣伝費

　　　　　　　　記念品費 675,000 879,000 △ 204,000 税の作文　寄贈物品購入費等 

　　　　　　　　リース料 240,500 308,500 △ 68,000 パソコン　コピー機等　※

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費　※

　　　　　　　　支払手数料 86,500 76,500 10,000 振込手数料　※

　　　　　　　　雑費 143,500 100,500 43,000 公用車車検・点検料等　※

令和６年度　収支予算書
令和６年(2024年)４月１日から令和７年(2025年)３月３１日まで

（単位：円）

科　　　　　　　　目 増　減①－② 摘　　　　　　要
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科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 4,035,000 4,032,000 3,000

　　　　　　　　役員報酬 607,500 607,500 0 ※

　　　　　　　　給与手当 537,000 534,000 3,000 ※

　　　　　　　　福利厚生費 277,500 277,500 0 ※

　　　　　　　　会議費 610,000 632,000 △ 22,000

　　　　　　　　旅費交通費 127,500 181,500 △ 54,000 ※

　　　　　　　　通信運搬費 233,500 248,000 △ 14,500 ※

　　　　　　　　消耗品費 28,500 30,000 △ 1,500 ※

　　　　　　　　印刷製本費 458,000 440,000 18,000 ※

　　　　　　　　燃料費 7,500 7,500 0 ※

　　　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 126,000 126,000 0 ※

　　　　　　　　保険料 10,500 10,500 0 ※

　　　　　　　　諸謝金 320,000 320,000 0 顧問税理士謝金

　　　　　　　　諸会費 20,000 20,000 0 会議所・観光協会

　　　　　　　　支払負担金 250,000 250,000 0 県連・青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 116,000 42,000 74,000 総会・研修会等

　　　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0 慶弔費

　　　　　　　　記念品費 30,000 30,000 0 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 42,500 54,500 △ 12,000 ※

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 ※

　　　　　　　　支払手数料 15,500 13,500 2,000 ※

　　　　　　　　雑費 140,500 130,500 10,000 ※

　　　　　 経常費用計 20,050,000 20,360,000 △ 310,000

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 △ 780,000 780,000

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 0 △ 780,000 780,000

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　 固定資産取崩額 0 0 0

　　　　　　　什器備品当金取崩額 0 0 0

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　　 固定資産取得支出 0 0 0

　　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 0 △ 780,000 780,000

　　　　　　　一般正味財産期首残高 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057

　　　　　　　一般正味財産期末残高 17,812,508 18,049,565 △ 237,057

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 11,172,900 10,903,300 269,600

　　　　　　　　受取全法連助成金 11,172,900 10,903,300 269,600

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 11,172,900 △ 10,903,300 △ 269,600

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 11,172,900 △ 10,903,300 △ 269,600

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 17,812,508 18,049,565 △ 237,057
※：従事割合



公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 特定資産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 受取会費 0 0 653,000 653,000 0 0 2,938,500 2,938,500 2,938,500 6,530,000

　　　　　　正会員受取会費 0 0 635,000 635,000 0 0 2,857,500 2,857,500 2,857,500 6,350,000

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 18,000 18,000 0 0 81,000 81,000 81,000 180,000

　　　　 受取補助金等 0 0 11,172,900 11,172,900 0 0 0 0 850,000 12,022,900

　　　　　　受取県連助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 850,000 850,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 11,172,900 11,172,900 0 0 0 0 0 11,172,900

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 1,240,000 0 0 1,240,000 220,000 1,460,000

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 180,000 0 0 180,000 0 180,000

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 100,000 0 0 100,000 0 100,000

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 560,000 0 0 560,000 220,000 780,000

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 400,000 0 0 400,000 0 400,000

　　　　 雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 36,100 36,100

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

　　　　　　雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 36,000 36,000

　　　　　　広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　経　　常　　収　　益　　計 0 0 11,826,900 11,826,900 1,240,000 0 2,938,500 4,178,500 4,044,600 20,050,000

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 7,996,000 4,305,200 0 12,301,200 3,364,200 349,600 0 3,713,800 0 16,015,000

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,790,000 680,200 0 2,470,200 501,200 71,600 0 572,800 0 3,043,000

　　　　　　福利厚生費 925,000 351,500 0 1,276,500 259,000 37,000 0 296,000 0 1,572,500

　　　　　　会議費 150,000 200,000 0 350,000 1,101,000 20,000 0 1,121,000 0 1,471,000

　　　　　　旅費交通費 358,000 363,500 0 721,500 201,000 13,000 0 214,000 0 935,500

　　　　　　通信運搬費 612,500 203,500 0 816,000 169,000 14,500 0 183,500 0 999,500

　　　　　　消耗品費 95,000 69,000 0 164,000 26,500 4,000 0 30,500 0 194,500

　　　　　　印刷製本費 408,000 119,000 0 527,000 92,500 10,500 0 103,000 0 630,000

　　　　　　燃料費 25,000 9,500 0 34,500 7,000 1,000 0 8,000 0 42,500

　　　　　　水道光熱費 60,000 23,000 0 83,000 16,500 2,500 0 19,000 0 102,000

　　　　　　賃借料 420,000 159,500 0 579,500 117,500 17,000 0 134,500 0 714,000

　　　　　　保険料 35,000 13,000 0 48,000 10,000 1,500 0 11,500 0 59,500

　　　　　　諸謝金 100,000 660,000 0 760,000 0 0 0 0 0 760,000

　　　　　　支払負担金 0 95,000 0 95,000 10,000 0 0 10,000 0 105,000

　　　　　　会場費 467,000 190,000 0 657,000 85,000 5,000 0 90,000 0 747,000

　　　　　　広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　記念品費 220,000 275,000 0 495,000 120,000 60,000 0 180,000 0 675,000

　　　　　　リース料 141,500 54,000 0 195,500 39,500 5,500 0 45,000 0 240,500

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,500 0 41,500 8,500 1,000 0 9,500 0 51,000

　　　　　　支払手数料 51,000 19,500 0 70,500 14,000 2,000 0 16,000 0 86,500

　　　　　　雑費 83,000 39,000 0 122,000 19,000 2,500 0 21,500 0 143,500

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業
公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業
他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）
他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　

令和６年度 収支予算内訳表
令和６年(2024年)４月１日から令和７年(2025年)３月３１日まで

（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合　　　計



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 4,035,000 4,035,000

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 537,000 537,000

　　　　　　福利厚生費 277,500 277,500

　　　　　　会議費 610,000 610,000

　　　　　　旅費交通費 127,500 127,500

　　　　　　通信運搬費 233,500 233,500

　　　　　　消耗品費 28,500 28,500

　　　　　　印刷製本費 458,000 458,000

　　　　　　燃料費 7,500 7,500

　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000

　　　　　　賃借料 126,000 126,000

　　　　　　保険料 10,500 10,500

　　　　　　諸謝金 320,000 320,000

　　　　　　諸会費 20,000 20,000

　　　　　　支払負担金 250,000 250,000

　　　　　　会場費 116,000 116,000

　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000

　　　　　　記念品費 30,000 30,000

　　　　　　リース料 42,500 42,500

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 15,500 15,500

　　　　　　雑費 140,500 140,500

　　経　　常　　費　　用　　計 7,996,000 4,305,200 0 12,301,200 3,364,200 349,600 0 3,713,800 4,035,000 20,050,000

　　　　　　当期経常増減額 △ 7,996,000 △ 4,305,200 11,826,900 △ 474,300 △ 2,124,200 △ 349,600 2,938,500 464,700 9,600 0

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 固定資産取崩額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品引当金取崩額 0 0 0 0

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0 0

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 7,996,000 △ 4,305,200 11,826,900 △ 474,300 △ 2,124,200 △ 349,600 2,938,500 464,700 9,600 0

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 17,812,508

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,812,508

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 11,172,900 11,172,900 0 0 0 0 0 11,172,900

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 11,172,900 11,172,900 0 0 0 0 0 11,172,900

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 11,172,900 △ 11,172,900 0 0 0 0 0 △ 11,172,900

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 11,172,900 △ 11,172,900 0 0 0 0 0 △ 11,172,900

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - -

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - -

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,812,508
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令和５年度 功労者表彰 
 

◇鳥栖法人会 会長表彰（在任表彰） 
  基準：通算６年以上在任の役員、通算８年以上の委員・部会・支部役員 

橋本 静子 様   株式会社ハシモト保険センター 
  山本 恵美 様   有限会社ジョイント石油 
  小田 伸司 様   公益社団法人鳥栖法人会  

 
 

◇会員増強運動表彰 
【６社】松崎太吉 様 大同生命保険株式会社   【３社】森ゆかり 様 大同生命保険株式会社 
【３社】高山加奈 様 大同生命保険株式会社   【３社】菅 洋子 様 大同生命保険株式会社 
【２社】伊東和孝 様  有限会社トーワインダストリー    【２社】黒田尚子 様 大同生命保険株式会社 
【１社】橋本健男 様 株式会社ハシモト保険センター    【１社】中村忠昭 様 株式会社昭和電設工業 
【１社】牟田彰三 様  有限会社フジクラ         【１社】藤永正広 様  有限会社フジショウ 
【１社】江頭孝之 様 株式会社ダイニチ         【１社】山津浩善 様 株式会社鳥栖セントラルゴルフ練習場 
【１社】𠮷原俊樹 様 有限会社大阪屋           【１社】九州北部税理士会鳥栖支部 様 
【１社】大隈栄一 様 大同生命保険株式会社     【１社】森田賢一 様 大同生命保険株式会社 
【１社】御所武史 様 AIG損害保険株式会社    【１社】眞﨑宏文 様 AIG損害保険株式会社 
【１社】安達正樹 様 AIG損害保険株式会社    【１社】中島 稔 様 AIG損害保険株式会社 
 
 

◇福利厚生制度表彰（支部及び個人） 
 「経営者大型総合保障制度」 
  ○支部表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保険金額の３つの目標を全て達成した支部 

基山支部 様（鳥飼善治支部長）        上峰支部 様（山口裕久支部長） 
吉野ケ里支部 様（伊東和孝支部長）     神埼支部 様（𠮷原俊樹支部長）     

  ○個人表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保険金額の各目標を達成した者 
新規企業 森ゆかり様、森田賢一様、黒田尚子様、高山加奈様（大同生命保険㈱佐賀支社） 

    取扱企業 森ゆかり様、森田賢一様、黒田尚子様（大同生命保険㈱佐賀支社） 
保険金額 森ゆかり様、森田賢一様、黒田尚子様、松崎太吉様（大同生命保険㈱佐賀支社） 

 
 
◇社会貢献活動表彰（記念品贈呈） 
  社会貢献活動の推進に貢献した功績（５回以上参加） 
  【９回】藤永美喜子 様 ㈲フジショウ       【８回】牟田正明 様 牟田建設㈱ 
  【８回】山本恵美 様 ㈲ジョイント石油      【８回】浦  勉 様  浦勉税理士事務所 
  【８回】佐藤貴美昭 様  大同生命保険㈱       【７回】橋本静子 様 ㈱ハシモト保険センター 
  【７回】藤永正広 様 ㈲フジショウ      【７回】森ゆかり 様 大同生命保険㈱ 

【６回】大石信子 様 大同生命保険㈱     【５回】黒田尚子 様 大同生命保険㈱ 
  【５回】高山加奈 様 大同生命保険㈱ 
 
 
◇佐賀県法人会連合会 会長表彰（６月１８日佐賀県連定時総会の席上で表彰） 
   理 事             大石 忠徳 様   サンポー食品株式会社 
      女性部会副部会長(前女性部会長)  藤永 美喜子 様 有限会社フジショウ 
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公益社団法人鳥栖法人会 第１２回定時総会 

 御 来 賓 名 簿 
 
 

鳥栖税務署 署長                高橋 泰明 殿 

鳥栖税務署 法人課税部門統括国税調査官     平田 千栄 殿 

佐賀県税事務所 所長              田村 幸彦 殿 

九州北部税理士会鳥栖支部 支部長        新貝 弘茂 殿 

鳥栖間税会 会長                松尾 政博 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 支社長      高橋 進一 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 第一営業課長  佐藤 貴美昭 殿 

ＡＩＧ損害保険株式会社佐賀支店 支店長     山田 顕輝 殿 

アフラック生命保険株式会社佐賀支社  支社長    井口 隆太 殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　メ　モ

●法人会の行動規範（抜粋）

[税のオピニオンリーダーとしての責務 ] 
①法人会は、税 に対する第 一人者として 、租税の理解 に努めます。
②法人 会は、企業とりわ け中小企業の 立場から望ま しい税制・財政の

あり方につ いて調査研 究を行い、提 言します。
③法人 会は、税に関する 研修会等を通 じ、納税意識の高揚 と税知識の

普及 啓蒙を図りま す。
[企業の発展を支援するものとしての責務]

④法人 会は、研修活動・情報提供を通 じて、企業の健全な 発展を支援しま
す。

⑤法人 会は、会員相互の 交流・情報交 換を促進して 、企業 価値の向上を
支援 します。

⑥法 人会は、税制提 言等の活動 を通じて、企業の事 業継続を支援 します。
[地域の振興に寄与するものとしての責務] 

⑦法人 会は、社会貢 献活動を通 じて、地域の 振興に寄与し ます。
⑧法人 会は、地域の 未来を担う 人材の育成を 支援します。

⑨法人 会は、税制提言等 の活動を通じ て、地域の人々が安 心して暮らせ



 
 

◎国税局エリア別単位法人会数 

 


